
南九州市 坂下 翔さん（２４歳） 

 電気工事技師から親元承継のためピーマン生産に取組む！

施設
ピーマン

＜研修作物＞
ピーマン
そらまめ
スナップエンドウ
オクラ
さつまいも
かぼちゃ
ブロッコリー
きゃべつ等

＜新規就農を志した経緯・背景＞
・実家がピーマン農家であったことから、子供の頃から両親の手伝いをしていた。その後、承継してほ
しいとの要望もあり、就農について考えるようになった。
・友人の農業者仲間と付き合う中で、農業に対する関心が次第に高くなり、転職をして就農することを
決めた。
・就農に向けて専門的な農業知識を習得するため、地元の研修施設で農業技術等についてしっかり
学びたいと考え農業研修生となった。

これまで苦労した点

・体力維持のための日々の体調管理。
・慣れない作業が多く、作物管理のための細やかな多くの作業について習得することが必要なこと。
・農機の扱い操作に慣れること。

研修して良かった点

・農業に関する全体的な基礎知識を習得できた。
・ほ場での実技研修（土づくり、ハウスでの育苗・管理、肥料・農薬病害虫防除）
・農機操作、野菜等の収穫・出荷作業等（さつまいも、白菜、かぼちゃ、スイートコーン、ピーマン等）

就農に向けた今後の目標

（現在）
【研修期間】（令和６年４月～令和７年３月）
・研修プログラムに沿った野菜農家として自立
できるよう土づくりから管理・収穫・出荷作業等
の研修を実施。
・両親の農地（ハウス２棟分）を確保予定。

就農を目指す方へのアドバイス

・地域にあった作物、地域で育まれてきた作物を選択すること（適地適作）
・興味のある作物等を選択するとともに、自ら積極的にその作物に関する知識を学んでほしい。
・就農するのであれば、まずは研修機関等で体験し、実際にやれるのか判断してほしい。

研修先 南九州市頴娃農業開発研修センター
所在地及び連絡先 南九州市頴娃町別府8089番地 電話：0993‐38‐2881

支援策の活用例

・国の就農準備資金の活用
・南九州市研修給付金（月額8万円）を受給し、研修中の生活費、資材等を購入。

【就農後】 （令和７年４月～）
（将来）
・当初は、ハウス２棟でピーマンを作付予定。
・JA出荷を基本に、労働力の範囲内で営農し
つつ、将来的には、友人等と労働力を連携し
規模拡大（親元承継）する予定。
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